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コ
ー
ス
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指 定 袋 使 用 資源物
不

燃
・

有
害
ご
み

可
燃
ご
み

び 

ん

缶 

類

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

紙
布 

類

紙
パ
ッ
ク

1

大和田（成田街道南側）
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）
萱田町（成田街道南側）
大和田新田（県道幕張八千代線から東側）
高津（県道幕張八千代線から東側）

４（第1火）
18（第3火）

月
・
水
・
金 

木 土
2 八千代台北 11（第2火）

25（第4火）

3 八千代台西、八千代台南 ４（第1火）
18（第3火）

4 八千代台東 11（第2火）
25（第4火）

5 上高野 ５（第1水）
19（第3水）

火
・
木
・
土

金

月　

17
日
は
休
み

6 村上団地 12（第2水）
26（第4水）

7 村上（新川の東側）、村上南、下市場、
勝田台北

５（第1水）
19（第3水）

8 神野、保品、下高野、米本、米本団地、
堀ノ内

12（第2水）
26（第4水）

9
村上（成田街道北側で新川西側）、萱田町・萱田・
大和田（成田街道北側から東葉高速線南側）、大
和田新田（300・400・500・700 番台の成田街
道北側から東葉高速線南側）、ゆりのき台1・2丁目

６（第1木）
20（第3木）

  

月
・
水
・
金 火 土10

高津（県道幕張八千代線から西側）、高津東
大和田新田（100・200 番台の成田街道南側で
県道幕張八千代線より西側）

13（第2木）
27（第4木）

11 高津団地
大和田新田（１～99番地の成田街道南側）

６（第1木）
20（第3木）

12 大和田新田（900・1000・1100 番台の成田街
道北側から東葉高速線南側）、緑が丘2～4丁目

13（第2木）
27（第4木）

13 勝田台 ７（第1金）
21（第3金）

火
・
木
・
土

水

月　

17
日
は
休
み

14
勝田台南、勝田、ゆりのき台3～8丁目、麦丸、
萱田町（500番台を除く東葉高速線北側）
萱田（東葉高速線北側）

14（第2金）
28（第4金）

15
萱田町（500番台の東葉高速線北側）、
大和田新田（東葉高速線北側）
緑が丘１・5丁目、吉橋、尾崎

７（第1金）
21（第3金）

16 真木野、小池、佐山、平戸、神久保、島田台、
島田、桑橋、桑納、大学町

14（第2金）
28（第4金）

ペットボトルの出し方に注意しましょう

７月の資源物・ごみ収集日

不法投棄通報受付専用電話
フリーダイヤル（ファクス兼用）

0120-8
やち

4
よ

4
し

-5
ゴ

3
ミ

0
ゼロ

粗大ごみ受付専用電話
（収集依頼受付・要予約）

483-4506
平日9時〜16時30分（祝日を除く）

◆お問い合わせは、クリーン推進課 ４８３-１１５１または清掃センター ４８３-４５２１へ

　夏場は、ペットボトル飲料が多く消費されます。使用後のペットボトル
は、「①キャップとラベルを外し、②水ですすいで、③軽くつぶしてから、
④集積場所の青い網袋に入れる」の手順で、正しい出し方への協力をお願
いします。レジ袋などに入れたままの状態ではなく、直接、網袋の中に入
れてください。
　飲料・食品用以外のペットボトルや油分のあるペットボトル、汚れのひ
どいものは資源として再生できません。可燃ごみとして出してください。

17
日
は
収
集
あ
り

17
日
は
収
集
あ
り

　
い
ず
れ
も
、市
内
在
住
の
成
人
で
、平
日
昼
間
の
会
議
に
年
１
～
２
回
程
度
出
席
で

き
る
、本
市
の
審
議
会
等
の
委
員
を
５
つ
以
上
兼
ね
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。書
類

選
考
で
、結
果
は
応
募
者
本
人
に
通
知
し
ま
す
。応
募
書
類
は
非
公
開
で
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
や
ち
よ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
懇
話
会
委
員

　
▼
募
集
人
数　
５
人︵
う
ち
１
人
は
子
育
て
中
の
女
性
︶　
▼
任
期　
29
年
10
月
１
日

か
ら
２
年
間　
▼
報
酬　
会
議
１
回
に
つ
き
６
０
０
０
円　
▼
応
募
方
法　
氏
名︵
フ

リ
ガ
ナ
︶、性
別
、生
年
月
日
、住
所
、電
話
番
号
、主
な
職
歴
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
経
歴
、応
募
の
理
由
を
書
い
た
任
意
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用

紙
と
、﹁
八
千
代
市
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
﹂と
題
し
た

８
０
０
字
程
度
の
作
文︵
様
式
は
任
意
︶を
、〒
２
７
６

－０
０
３
３
八
千
代
台
南
１

－

11

－６
男
女
共
同
参
画
課
へ
郵
送
か
持
参
、ま
た
は
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

の﹁
市
民
委
員
の
公
募
﹂か
ら
応

募
。７
月
31
日
㈪
午
後
５
時
必
着　
　
　
　
　
　

                    ︵
男
女
共
同
参
画
課
︶

■
八
千
代
市
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業
運
営
委
員
会
委
員

　
▼
募
集
人
数　
２
人　
▼
任
期　
29
年
９
月
１
日
～
31
年
５
月
26
日　
▼
報
酬　
会

議
１
回
に
つ
き
６
０
０
０
円　
▼
応
募
方
法　
住
所
、氏
名︵
フ
リ
ガ
ナ
︶、年
齢
、性

別
、電
話
番
号
、主
な
職
歴
、子
ど
も
に
関
す
る
支
援
活
動
の
経
歴
、応
募
理
由
を
書

い
た
任
意
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
と
、﹁
放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
の
過
ご
し
方
と
地
域

と
し
て
で
き
る
こ
と
﹂と
題
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文︵
様
式
は
任
意
︶を
、〒
２
７

６

－

８
５
０
１
市
役
所
子
育
て
支
援
課
へ
郵
送
か
持
参
、ま
た
は
市
Ｈ
Ｐ
の﹁
市
民
委

員
の
公
募
﹂か
ら
応
募
。７
月
31
日
㈪
午
後
５
時
必
着　
　
　

  　
︵
子
育
て
支
援
課
︶

■
八
千
代
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
▼
応
募
資
格　
１
年
以
上
市
内
に
在
住
し
て
い
る
成
人　
▼
募
集
人
数　
２
人　

▼
報
酬　
審
議
会
１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円　
▼
任
期　
29
年
10
月
１
日
か
ら
２
年
間

▼
応
募
方
法　

住
所
、氏
名︵
フ
リ
ガ
ナ
︶、電
話
番
号
、年
齢
、性
別
、主
な
職
歴
、

他
の
審
議
会
委
員
に
な
っ
て
い
る
人
ま
た
は
、過
去
に
審
議
会
委
員
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
は
そ
の
審
議
会
の
名
称
を
記
入
し
た
任
意
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
と
、応
募
の

動
機
を
交
え
た﹁
人
口
減
少
社
会
に
対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
住
民
の
取
組
み
に
つ

い
て
﹂を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文︵
様
式
は
任
意
︶を
、〒
２
７
６

－

８

５
０
１
市
役
所
都
市
計
画
課
へ
郵
送
か
持
参
、ま
た
は
市
Ｈ
Ｐ
の﹁
市
民
委
員
の
公
募
﹂

か
ら
応
募
。７
月
31
日
㈪
午
後
５
時
必
着　
　
　
　

    　
　
　
　
　
　

 ︵
都
市
計
画
課
︶

■
八
千
代
市
観
光
振
興
懇
談
会
委
員

　
▼
募
集
人
数　
２
人　
▼
任
期　
29
年
10
月
１
日
か
ら
２
年
間　
▼
報
酬　
会
議

１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円　
▼
応
募
方
法　
住
所
、氏
名︵
フ
リ
ガ
ナ
︶、電
話
番
号
、年

齢
、性
別
、主
な
職
歴
を
明
記
し
た
任
意
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
と
、﹁
八
千
代
市
の
観
光
﹂

を
テ
ー
マ
と
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文︵
様
式
は
任
意
︶を
、〒
２
７
６

－８
５
０
１
市

役
所
産
業
政
策
課
観
光
推
進
室
へ
郵
送
か
持
参
、ま
た
は
市
Ｈ
Ｐ
の﹁
市
民
委
員
の
公

募
﹂か
ら
応
募
。７
月
31
日
㈪
午
後
５
時
必
着 　
　
　
　
　
　
　
　
　

  ︵
観
光
推
進
室
︶

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
全
国
的
な
運
動
で
す
。７
月
は
こ
の
運
動
の
強

調
月
間
。講
演
会
と
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
。当
日
直
接
会
場
へ
。

　
▼
日
時　
７
月
15
日
㈯
午
後
１
時
受
付
開
始　
▼
場
所　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル　
　

▼
内
容　
①
ハ
ン
ド
ベ
ル
サ
ー
ク
ル﹁
す
ず
ら
ん
﹂に
よ
る
演
奏
会
／
午
後
２
時
か
ら　

②
千
葉
県
警
察
本
部
薬
物
銃
器
対
策
課
警
部
補・國
井
勲
穂
さ
ん
に
よ
る
講
演
会﹁
薬
物

乱
用
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
﹂／
午
後
２
時
35
分
か
ら　
③
睦
中
学
校
合
唱
部
に
よ

る
演
奏
会
／
午
後
４
時
15
分
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   ︵
健
康
福
祉
課
︶

審
議
会
な
ど
の
市
民
委
員

　認定看護師教育課程を履修している人で、将来市内で取得した資格に係る業務
に従事する意思のある人を対象に、看護師等修学資金を無利子で貸し付けます。
原則返還が必要ですが、履修終了後、市内で看護師等の業務に従事している間は
返還を猶予し、取得した資格に係る業務に市内で３年間従事したときには、返還
を免除します。
　▶貸付額　100万円　▶募集人数　１人（選考の場合あり）　▶申し込み　申
請書に必要な書類を添付し、８月１日㈫必着で〒276-8501市役所健康福祉課に
郵送または持参。書類は同課窓口で配布。市Ｈ

ホームページ
Ｐからダウンロードもできます。

詳しくは健康福祉課 483-1151へ

　少年団体の指導者、福祉・生涯学習ボランティア、地域活動に必要な知識と技術
を身につけるための資格取得養成講座。市内在住か在勤・在学の人対象。先着10人。
　▶日時　７月22日～12月16日の土曜・日曜日（全９回）　▶場所　福祉セン
ター、市民体育館ほか　▶費用　３万5,000円（参加費９回分）とテキスト代など
の実費　▶申し込み　７月11日㈫必着で、往復はがきに「イン講座」、住所、氏名、
年齢、電話番号を記入し、〒276-0023 勝田台 2-3-6（3-203）宇津木方　八千代市
レクリエーション協会「イン講座」係へ郵送。詳しくは宇津木 483-7022 へ

 （文化・スポーツ課）

　看護現場に復帰したい人をサポートするための５日間の復職研修です。医療機
関が採用を目的に実施している研修ではありませんので、復職を迷っている人も
お気軽にご応募ください。最近の看護の動向や医療安全、看護技術（採血、体位
変換）などを学習。市内の病院・クリニックの中から医療機関を選んで、職場体験
ができます。求人情報も提供します。先着10人。
　▶日時　11月８日㈬～14日㈫の土曜・日曜日を除く午前９時～午後３時　
▶場所　東京女子医科大学附属八千代医療センター　▶申し込み　９月29日㈮ま
でに申込書を健康福祉課に提出。詳しくは健康福祉課 483-1151へ

　雇用を推進するセブン-イレブンが、市内店舗での短時間勤務
の制度や配達、清掃、レジなどの仕事説明会と、個別相談会を行い
ます。原則 60 歳以上ですが、全年齢対象で、セブン - イレブン市
内店舗で働きたい人対象。主婦など、空き時間のみの短時間勤務の希望者も歓迎。
先着30人。
　▶日時　７月27日㈭午前10時～11時30分　▶場所　総合生涯学習プラザ　
▶申し込み　７月26日㈬までに電話で商工課 483-1151か市ＨＰへ

　若者の雇用に積極的な企業（８社程度）と若年求職者との交流会と企業説明
会。参加企業は市ＨＰなどでお知らせします。39歳までの未就労者対象。

　▶日時　７月13日㈭午後１時～４時　▶場所　千葉市文化
センター９階会議室Ⅱ・Ⅲ　▶申し込み　７月12日㈬までに、
電話でちば地域若者サポートステーション 043-351-5531へ

(商工課)

認定看護師教育課程の履修生に看護師等修学資金をお貸しします

29年度「レクリエーション・インストラクター」養成講座

看護師復職研修の受講者

シニア従業員のお仕事説明会の参加者

「合同就職フェア」の参加者


